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近
年
、
畠
山
重
能
・
重
忠
親
子
や

彼
ら
が
属
す
る
秩
父
平
氏
と
い
う
武

蔵
国
で
最
大
ク
ラ
ス
の
武
士
団
の
研

究
が
新
段
階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
の
研
究
成
果
を
交
え

て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

畠
山
氏
の
成
立
と
展
開 

秩
父
平
氏
武
士
団
の
嫡
流
で
あ
る

畠
山
氏
や
河
越
氏
は
、
重
能
の
祖
父

秩
父
重
綱
か
ら
今
で
い
う
県
庁
の
機

能
を
も
つ
国
衙
（
こ
く
が
）
に
影
響

力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
重
綱

の
妻
は
、
児
玉
党
出
身
で
源
頼
朝
の

兄
義
平
の
乳
母
で
も
あ
っ
た
乳
母
御

前
で
あ
り
、
彼
女
の
兄
弟
は
重
綱
の

養
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

重
綱
は
義
平
の
父
義
朝
と
重
綱
主
従

関
係
も
し
く
は
同
盟
関
係
を
結
ん
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

重
綱
は
有
力
な
武
士
団
と
婚
姻
関
係

や
同
盟
関
係
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。 

重
綱
の
息
子
の
中
で
「
秩
父
」
を

名
乗
る
の
は
、
畠
山
氏
の
祖
で
あ
る

長
男
重
弘
と
河
越
氏
の
祖
で
あ
る
次

男
重
隆
で
す
。
秩
父
平
氏
の
家
督
を

継
い
だ
の
は
次
男
重
隆
で
す
。
こ
れ

が
、
後
の
長
男
流
と
次
男
流
の
軋
轢

に
つ
な
が
り
、
重
弘
の
息
子
で
あ
る

重
能
の
行
動
に
現
れ
て
き
ま
す
。 

源
義
平
が
、
大
蔵
館
を
襲
っ
て
叔

父
の
源
義
賢
と
そ
の
後
見
人
で
あ
る

秩
父
重
隆
を
殺
し
た
大
蔵
合
戦
が
起

こ
り
ま
す
。
背
景
に
は
、
源
氏
一
門

内
部
で
の
抗
争
が
あ
り
ま
す
。
義
平

や
頼
朝
の
父
義
朝
は
、
父
為
義
に
廃

嫡
さ
れ
て
東
国
に
下
り
ま
す
。
義
朝

は
、
重
能
を
ふ
く
め
た
南
関
東
の
武

士
を
軍
事
基
盤
に
し
つ
つ
、
自
力
で

鳥
羽
院
に
仕
え
る
立
場
を
得
ま
す
。

義
朝
の
独
立
志
向
を
危
険
視
し
た
為

義
は
、
鎌
倉
を
本
拠
と
し
た
義
平
に

対
し
て
、
義
朝
の
弟
義
賢
を
東
国
に

下
し
、
義
賢
は
重
隆
と
提
携
し
て
大

蔵
館
に
入
り
ま
す
。 

 
こ
の
源
氏
の
武
力
抗
争
に
秩
父
平

氏
の
家
督
争
い
が
結
び
つ
き
ま
す
。 

乳
母
御
前
が
義
平
の
乳
母
で
あ
っ
た 

た
め
、
彼
女
の
実
家
で
あ
る
児
玉
党 

           

は
重
能
と
と
も
に
義
平
側
に
付
き
ま 

す
。
そ
し
て
、
大
蔵
合
戦
後
、
重
能 

が
秩
父
一
族
の
家
督
・
武
蔵
国
内
武 

士
の
最
有
力
者
と
な
り
ま
す
。 

重
能 

源
氏
家
人
か
ら
平
氏
家
人
へ 

義
朝
・
義
平
親
子
と
の
関
係
が
強

い
重
能
は
ど
の
よ
う
に
勢
力
を
強
め

た
の
で
し
ょ
う
か
。
重
能
の
通
称
は

「
畠
山
庄
司
重
能
」
で
す
。
通
説
で

は
、
畠
山
荘
の
下
司
（
荘
園
の
現
地

管
理
人
）
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
私
は
、
畠
山
を
本
拠
と
し
た

荘
園
の
下
司
と
い
う
意
味
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
『
鎌
倉
年
代

記
裏
書
』
等
に
よ
る
と
重
忠
の
弟
は

下
口
も
し
く
は
、
渋
口
六
郎
重
宗
と

あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
重
宗
は
、

現
在
の
神
奈
川
県
に
あ
る
武
蔵
国
稲

毛
荘
内
渋
口
郷
を
領
地
と
し
て
い
た
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の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
。 

近
年
の
研
究
で
、
保
元
の
乱
前
後

に
稲
毛
荘
は
成
立
し
、
当
時
の
武
蔵

国
司
は
、
平
治
の
乱
を
引
き
起
こ
し

た
義
朝
の
盟
友
藤
原
信
頼
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
蔵
合

戦
は
国
衙
の
役
人
で
あ
る
重
隆
を
源

氏
が
殺
し
た
事
件
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
司
の
信
頼
は
源
氏
に
罰

を
下
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
信
頼
は
大
蔵
合
戦
の
義
平
の
軍

事
行
動
を
支
持
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
荘
園
は
国
の
領
地
の
一
部

を
貴
族
等
の
領
地
に
す
る
た
め
、
国

司
の
承
認
が
必
要
で
す
。
従
っ
て
、

①
稲
毛
荘
は
、
武
蔵
国
司
信
頼
、
義

朝
・
義
平
親
子
、
重
能
ら
の
連
携
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
②
「
畠
山
庄
司

重
能
」
の
「
庄
司
」
の
由
来
は
稲
毛

荘
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
重
忠
の
弟

が
稲
毛
荘
内
に
領
地
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

平
治
の
乱
は
朝
廷
に
ク
ー
デ
タ
ー 

を
起
こ
し
た
信
頼
と
義
朝
が
平
清
盛

に
滅
ぼ
さ
れ
る
事
件
で
す
。
そ
の
直

後
に
稲
毛
荘
の
年
貢
が
奪
わ
れ
る
事

件
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
稲
毛

荘
の
現
地
支
配
者
が
平
治
の
乱
の
関

係
者
で
、
影
響
力
を
失
っ
た
た
め
に

起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
可
能
性
が
高

く
、
私
は
、
稲
毛
荘
の
現
地
支
配
者

が
重
能
だ
と
い
う
状
況
証
拠
に
な
り

う
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
す
る
と

重
能
は
大
蔵
合
戦
に
よ
っ
て
、
武
蔵

国
の
最
有
力
武
士
そ
し
て
秩
父
一
族

の
家
督
と
い
う
地
位
を
手
に
入
れ
、

稲
毛
荘
と
い
う
荘
園
を
作
り
上
げ
、

平
治
の
乱
後
に
立
場
を
急
激
に
悪
化

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
『
吾
妻
鏡
』
や
『
愚
管

抄
』
で
は
、
重
能
と
弟
小
山
田
有
重

が
武
蔵
武
士
の
代
表
格
、
あ
る
い
は

東
国
の
平
氏
郎
等
と
し
て
名
指
し
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
平
治
の

乱
直
後
の
苦
境
か
ら
お
よ
そ
２０
年

で
重
能
は
、
東
国
の
平
氏
郎
等
の
代

表
的
存
在
に
上
り
つ
め
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

通
説
で
は
、
重
忠
の
母
は
三
浦
義

明
の
娘
（
も
し
く
は
孫
娘
）
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
『
小

代
系
図
』
等
で
は
重
忠
の
母
は
重
綱

の
四
男
で
あ
る
江
戸
重
継
の
娘
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
児
玉
氏

（
重
綱
の
養
子
に
な
っ
た
児
玉
党
の

家
系
）
の
蓬
莱
経
重
は
、
同
じ
母
か

ら
生
ま
れ
た
重
忠
の
兄
だ
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
重
忠
を

め
ぐ
る
親
子
関
係
は
、
平
児
玉
氏
、

江
戸
氏
、
畠
山
氏
と
い
ず
れ
も
重
綱

の
家
系
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
関
係
か
ら
は
、
秩
父
平
氏
の
有

力
な
家
で
あ
り
、
平
氏
の
支
配
下
で

武
蔵
国
の
最
有
力
者
に
取
り
立
て
ら

れ
た
河
越
氏
が
外
れ
て
い
ま
す
。
重

能
が
、
河
越
氏
を
け
ん
制
す
る
た
め
、

河
越
氏
を
除
く
秩
父
平
氏
と
の
連
携

を
強
化
し
、
江
戸
氏
出
身
の
女
性
か

ら
重
忠
を
な
し
た
可
能
性
は
極
め
て

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
婚
姻
策
は
、
武
蔵
国
で
の
地

位
回
復
だ
け
で
な
く
、
平
氏
と
の
関

係
を
良
く
す
る
と
い
う
点
で
も
有
効

に
働
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
重

能
の
正
妻
は
三
浦
義
明
の
娘
（
も
し

く
は
孫
娘
）
で
す
が
、
源
義
平
の
母

も
三
浦
義
明
の
娘
と
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
重
能
は
、
源
氏
と
結
び
つ
き

が
深
い
三
浦
氏
と
の
関
係
を
薄
め
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

在
地
領
主
と
し
て
の
畠
山
氏 

畠
山
氏
の
本
拠
畠
山
は
、
そ
の
近

く
を
鎌
倉
街
道
か
そ
の
支
線
が
通
っ

て
お
り
、
荒
川
に
面
す
る
流
通
経
済

の
要
衝
で
し
た
。
当
時
の
有
力
武
士

は
京
都
と
現
地
を
移
動
す
る
存
在
で

し
た
。
重
綱
の
時
代
か
ら
秩
父
平
氏

は
京
都
で
培
わ
れ
た
宗
教
や
技
術
等

の
文
化
を
地
域
に
還
元
す
る
働
き
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
現
れ
が
、
畠

山
氏
の
も
う
一
つ
の
本
拠
で
あ
る
菅

谷
館
と
平
沢
寺
で
す
。
平
沢
寺
は
秩

父
重
綱
が
整
備
を
進
め
、
東
日
本
最

大
規
模
の
堂
（
阿
弥
陀
堂
か
）
を
備

え
る
浄
土
庭
園
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
浄
土
庭
園
は
、
極
楽

浄
土
の
世
界
を
現
世
に
再
現
し
て
い

る
空
間
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
京

都
に
お
け
る
浄
土
信
仰
と
そ
れ
に
伴

う
土
木
技
術
、
仏
教
芸
術
を
持
ち
込

む
情
報
と
力
を
畠
山
氏
が
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
流
通
経
済

を
掌
握
す
る
こ
と
で
地
域
を
支
配
し
、

仏
教
的
救
済
の
要
素
を
地
域
社
会
に

持
ち
込
み
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
要
素

を
作
っ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。 

平
治
の
乱
以
降
の
武
蔵
国
の
有
力

武
士
団
は
、
畠
山
氏
、
河
越
氏
、
多

摩
地
域
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
横
山
党

な
ど
で
す
。
畠
山
氏
は
畠
山
を
中
心

と
し
た
武
蔵
国
北
西
部
、
稲
毛
荘
の

あ
る
武
蔵
国
東
南
部
に
軍
事
的
テ
リ

ト
リ
ー
を
持
つ
大
型
の
在
地
領
主
で

し
た
。
軍
事
的
テ
リ
ト
リ
ー
と
は
、

税
が
取
れ
る
領
地
で
は
な
く
、
軍
事

力
を
動
か
せ
る
縄
張
り
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
を
畠
山
氏
と
近
隣
に

居
住
す
る
中
小
武
士
で
あ
る
郎
等
が

連
携
し
て
支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
基
盤
を
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も
つ
畠
山
重
能
は
、
源
氏
家
人
か
ら

平
氏
家
人
に
転
身
し
ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
重
忠
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。 

重
忠
と
頼
朝 

畠
山
重
忠
は
平
治
の
乱
後
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
重
忠
は
父
重
能
が
源
氏

に
従
っ
て
い
た
時
代
を
知
ら
ず
に
育

っ
た
の
で
す
。 

武
蔵
国
は
、
平
治
の
乱
に
よ
っ
て

平
家
一
門
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
そ

れ
を
頼
朝
が
実
力
で
奪
取
し
ま
し
た
。

鎌
倉
幕
府
は
武
蔵
国
を
知
行
国
（
政

治
を
行
う
国
司
を
推
薦
し
、
年
貢
を

取
る
国
）
と
し
て
朝
廷
に
認
め
て
も

ら
い
ま
す
。
武
蔵
国
は
、
鎌
倉
街
道

で
鎌
倉
と
つ
な
が
っ
て
い
た
た
め
、

そ
の
支
配
は
頼
朝
に
と
っ
て
重
要
で

あ
り
、
源
氏
一
門
の
平
賀
氏
が
国
司

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
頼
朝
挙
兵

後
、
当
初
平
家
方
だ
っ
た
秩
父
平
氏

嫡
流
の
面
々
が
服
属
し
た
時
、
頼
朝

は
、
平
氏
政
権
下
で
秩
父
平
氏
の
代

表
と
さ
れ
て
い
た
河
越
重
頼
を
け
ん

制
し
、
秩
父
平
氏
嫡
流
の
中
で
は
傍

流
で
あ
る
江
戸
重
長
に（
一
時
的
に
）

国
衙
・
郡
司
の
指
揮
権
を
与
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
頼
朝
は
、
出
陣
す
る
際
な

ど
の
先
陣
を
重
忠
と
し
ま
す
。
秩
父

平
氏
を
取
り
込
み
つ
つ
、
個
々
の
人

間
関
係
を
か
く
乱
す
る
方
法
を
と
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
武
蔵
国
内
の

個
々
の
武
士
は
御
家
人
と
し
て
頼
朝

に
従
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
武
蔵
国
は

国
司
な
ど
を
通
じ
た
統
治
的
支
配
と
、

頼
朝
と
個
々
の
武
士
と
の
主
従
関
係

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
頼
朝
が
信

頼
し
て
い
る
御
家
人
１１
人
の
中
に

重
忠
の
名
前
は
な
く
、
そ
の
従
兄
弟

で
小
山
田
有
重
の
息
子
榛
谷
重
朝
の

名
前
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
頼
朝

は
、
重
忠
を
畠
山
一
門
の
家
督
と
し

て
認
め
な
が
ら
も
、
重
朝
を
よ
り
信

頼
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

重
朝
の
兄
小
山
田
重
成
は
、
『
吾
妻

鏡
』
で
稲
毛
三
郎
重
成
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
稲
毛
荘
支
配

の
主
導
権
は
小
山
田
氏
に
奪
わ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
有
重
は
頼
朝
に
対
面
し
た

形
跡
が
あ
り
、
子
息
と
と
も
に
頼
朝

と
関
係
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
勢
力
拡
大

を
図
り
、
畠
山
氏
と
張
り
合
お
う
と

し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
重
能
は
最
後
ま
で
平
氏
家
人

と
し
て
の
生
き
方
を
貫
い
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

重
忠
は
頼
朝
に
重
要
視
さ
れ
る
と

同
時
に
警
戒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
菅

谷
館
に
い
た
重
忠
が
頼
朝
に
謀
反
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
の
時
、
頼
朝
が
重
忠
へ
の

処
遇
に
つ
い
て
御
家
人
達
に
尋
ね
る

記
述
が
『
吾
妻
鏡
』
に
あ
り
ま
す
。

頼
朝
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
重
忠

の
言
い
分
を
聞
か
ず
に
追
討
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
結
局
、
重

忠
は
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
仲
間

の
御
家
人
の
説
得
に
よ
っ
て
鎌
倉
に

入
り
ま
す
。
こ
の
時
、
重
忠
は
梶
原

景
時
に
逆
心
は
な
い
旨
の
起
請
文
の

提
出
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
拒
否
し
ま
し
た
。
謀
反
の
噂
は
か

え
っ
て
名
誉
な
こ
と
だ
と
し
た
上
で
、

自
分
で
頼
朝
を
主
人
と
し
て
選
ん
だ

の
で
二
心
は
な
い
と
言
う
の
で
す
。

主
君
・
藩
の
た
め
に
尽
く
す
近
世
と

は
異
な
り
、
中
世
で
は
家
臣
が
主
人

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
の
現
れ

で
す
。
ま
た
、
重
忠
は
、
起
請
文
の

提
出
を
求
め
た
景
時
だ
け
で
な
く
頼

朝
へ
の
批
判
と
も
と
れ
る
発
言
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
重
忠
の
自

立
性
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。 

頼
朝
は
畠
山
氏
を
含
む
秩
父
平
氏

嫡
流
の
構
成
員
の
序
列
を
か
く
乱
す

る
こ
と
で
武
蔵
国
支
配
の
実
効
性
を

高
め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
の

勢
力
基
盤
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
頼
朝
は
自

立
性
の
高
い
有
力
武
士
の
あ
り
方
を

否
定
せ
ず
、
彼
ら
を
臣
従
さ
せ
る
こ

と
で
、
武
蔵
国
の
安
定
化
を
図
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
頼
朝
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
頼
朝
の
死
後
、
北
条
氏
は
幕
政

や
武
蔵
国
の
掌
握
を
進
め
ま
す
。
し

か
し
、
将
軍
家
の
外
戚
と
は
言
え
、

北
条
氏
は
御
家
人
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
畠
山
氏
な
ど
自
立
性
の
高
い
武

士
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
た
め
、
彼
ら
を
滅
ぼ
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
以
上
が

畠
山
氏
に
つ
い
て
、
近
年
の
研
究
状

況
を
ふ
ま
え
た
私
の
見
解
で
す
。 

《 

参
考
文
献 

》 

『
畠
山
重
忠
』
（
戎
光
祥
出
版
） 

『
馬
の
博
物
館
研
究
紀
要
』
19
号 

（
馬
事
文
化
財
団
） 
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ぼくは図書館のマスコット 

「トベア」。 

前回の１階２階に続き、今回

は３階を案内するよ！ 

 

所沢市立所沢図書館（本館） 

〒359-0042 所沢市並木 1-13 

TEL 04(2995)6311  FAX 04(2992)1421 

西武新宿線航空公園駅より徒歩 5分 

3 階 

インターネット端末 

郷土資料コーナー 

読書コーナー 

集会室 

 

新聞縮刷版コーナー 

 
明治や大正の新聞があるよ。自分の

生まれた日の新聞を探してみよう！ 

所沢ゆかりの作

家は誰かな？ 

読書や調べものができるよ。

ひとりずつ机があるから集中

できるね！土日はいっぱいに

なることもあるよ。 

インターネットも使える

んだね。詳しくは次の

ページを見てね。 

うわぁ！辞書や辞典がた

くさん！専門的なことまで

調べられるね。 

読書室 

 

調べたいことがあったら、 

何でも相談してね！ 

レファレンスカウンター 

参考図書コーナー 

講座が開催されてい

るよ！興味があるもの

に参加してみよう。 

ここでは本が

読めるよ。 

リサイクル本コーナー 

集会室 

 

図書館での役目を終えた

本をリサイクル本として

提供しているよ。 

－４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館にあるインターネット端末で、データベースが利用できるって、 

聞いたんだけど、どんなデータベースが利用できるの？ 

現在、７社のデータベースと契約しています。 

【全館で使えるデータベース】 

①朝日新聞オンライン記事検索データベース 聞蔵Ⅱビジュアル 

（朝日新聞・AERA・週刊朝日・知恵蔵など） 

②読売新聞記事データベース ヨミダス歴史館 

（読売新聞・The Japan News など） 

③Web OYA-bunko 大宅壮一文庫雑誌記事索引検索 

【本館で使えるデータベース】 

④日経テレコン （日本経済新聞・日経産業新聞など）  

⑤D1-Law.com 第一法規 法情報総合データベース 

（現行法規履歴・判例大系など） 

⑥官報情報検索サービス 

【本館・所沢分館・新所沢分館で使えるデータベース】 

⑦国立国会図書館 歴史的音源 

 

データベースそれぞれに特徴があります。 

実際にどんな調べものに使ったか、ご紹介しましょう！ 

知恵蔵や雑誌、 

過去の法律も 

検索できるよ！ 

【事例１】 

1963 年、アメリカの原子力潜水艦「スレッシャー」と 

1968 年「スコーピオン」が核兵器を積んだまま北大西 

洋バミューダ海域に沈没した。当時の新聞記事が見たい。 

いろいろあるんだね。どんなことを調べるときに使えるのかな？ 

そんなことも調べられるんだ！利用したいときはどうしたらいいの？ 

【事例２】 

ロス疑惑についてジュリストの何号に載っているか 

調べたい。1994 年以降にあると思われる。 

【聞蔵Ⅱビジュアル】 

【ヨミダス歴史館】 

で調べました！ 

各館のカウンター（本館は３階参考図書室）へ利用券または、本人を確認できるも

の（運転免許証・健康保険証・学生証など）をお持ちになりお申し込みください。 

図書館の開館時間内にご利用いただくことができます。 

ご不明な点は、図書館職員にお尋ねください。 

【第一法規 法情報総合

データベース】 

で調べました！ 

みなさん使って 

みてください！ 

－５－ 



－６－ 

図
書
館
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
図

書
館
職
員
が
、
利
用
者
の
調
べ
も
の
や

資
料
・
情
報
を
探
す
お
手
伝
い
を
す
る

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。 

日
常
生
活
で
生
じ
た
疑
問
や
調
べ
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
図
書
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
電
話
等
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

          

こ
こ
で
、
所
沢
図
書
館
で
実
際
に
受

け
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

①
所
沢
市
に
日
本
初
の
飛
行
場
が
で
き

た
理
由
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。 

②
蝶
は
頭
と
も
数
え
る
が
、
ど
う
し
て

か
知
り
た
い
。 

   

③
石
川
啄
木
の
『
不
来
方
の
お
城
の
草

に
～
』
で
は
じ
ま
る
短
歌
の
不
来
方

（
こ
ず
か
た
）
は
ど
う
い
う
意
味
か
。 

④
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
作
『
最

後
の
晩
餐
』
の
メ
ニ
ュ
ー
が
知
り
た

い
。 

⑤
綿
を
入
れ
た
座
布
団
の
作
り
方
が
知

り
た
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
質
問
の
内
容
は
多
岐

に
渡
っ
て
お
り
、
図
書
館
職
員
が
図
書

や
雑
誌
、
新
聞
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
使
用
し
て
、
一
件

ず
つ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

所
沢
図
書
館
で
は
こ
う
し
た
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
回
答
の
一
部
を
、
国
立
国
会
図

書
館
の
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

は
、
全
国
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書

館
、
学
校
図
書
館
、
専
門
図
書
館
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
平
成
２８

年
３
月
１７
日
現
在
、
全
国
の
696
館
の
図

書
館
が
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
参
加
館

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、

所
沢
図
書

館
で
は
、

「
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
協

同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に

多
く
の
事

例
を
公
開

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
国
立
国
会
図
書

館
か
ら
御
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目

で
す
。
御
礼
状
の
対
象
館
と
な
っ
た
の

は
、
県
内
で
は
、
所
沢
図
書
館
、
埼
玉

県
立
久
喜
図
書
館
、
さ
い
た
ま
市
立
中

央
図
書
館
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

公
開
し
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

は
、
所
沢
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
調
査
・
研
究
に
対
し
て
よ
り
良

い
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
調
べ
物
の
際
は
、
お
気
軽

に
所
沢
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◆
図
書
館
で
働
き
始
め
て
５
年
、
最
後

の
仕
事
は
、
学
生
時
代
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
の
講
座
録
と
な
り
、
と
て
も
感

慨
深
い
で
す
。
今
後
は
利
用
者
と
し
て

図
書
館
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
（
Ｔ
） 

編集発行：所沢市立所沢図書館  〒359-0042 所沢市並木 1-13 

ホームページアドレス パソコン https://lib.city.tokorozawa.saitama.jp 

携帯電話 https://lib.city.tokorozawa.saitama.jp/k 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ https://lib.city.tokorozawa.saitama.jp/opw/OPS/OPSINDEX.CSP 

電話 / FAX 

本 館     富岡分 館    

所 沢 分 館     吾 妻 分 館   

椿 峰 分 館     柳 瀬 分 館   

     新所沢分館   

    

２０１６年３月３１日発行 復刊いずみ１２号（通巻９０号） 

所沢図書館レファレンス登録件数  

※平成２８年２月末までの登録件数 

年度 郷土関連 その他 全体

H24 110 458 568

H25 147 651 798

H26 185 815 1000

H27※ 137 705 842

計 579 2629 3208


